
EA119-2　クリケミカル-N

●用途
　　空調冷却水系酸洗浄液の中和
●特長
　　粉末の中和剤ですから使用量も僅かですみ、運搬、
　　投入作業も容易です。
○ 標準使用量 
    ＥＡ１１９－１  １kgに対して  約 100～500g
    ＊洗浄対象によって中和剤の必要量が異なることがあります。
       PＨ試験紙で中性域になったことを確認してください。
●作用機構
　　アルカリによる酸の中和
●物性
　　pH(1%溶液)10.9～11.9
●使用上の注意
　　・pHの確認は、pH計で計るかpH試験紙で確認できます。
　　・一度に多量にいれると、炭酸ガスの泡により酸液があふれる事が
　　　ありますのでpH値を確認しながら、ゆっくりと少量ずつ投入して
　　　ください。
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